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的治療が盛んに開発されている。肝細胞癌においては、multi-target tyrosine kinase inhibitor である














私は BEX2 タンパクに NanoLuc を融合させたものを発現する胆管癌細胞株 HuCCT1-Nluc-BEX2 を樹立して
9600 種類の小分子化合物からスクリーニングを行った。その結果、一種類の化合物 BMH 
(1,3-Benzenediol,4-[4-(4-methoxyphenyl)-1H-pyrazol-3-yl]-)を同定した。BMHで細胞を刺激すると、BEX2
過剰発現株である HuCCT1-Nluc-BEX2・内因性に BEX2が高発現している HepG2・Huh7いずれの細胞株でも、BEX2
タンパクが減少した。一方で BEX2 mRNAの量には変化がなかった。HuCCT1-Nluc-BEX2と HepG2では、BMH刺激
によって細胞内 ATP 量が増加した。HuCCT1-Nluc-BEX2 を BMH で刺激すると細胞の静止期が減少した。
HuCCT1-Nluc-BEX2 と HepG2 いずれでも BMH と抗癌剤で同時に刺激すると抗癌剤感受性が増加した。以上のこ
とから、BMHは静止期癌幹細胞形質から非癌幹細胞に転換させる化合物だと考えられた。 
【結語】 
BMHは BEX2を高発現する静止期癌幹細胞を標的とした治療薬につながり、また癌幹細胞がどのように維持
されるのかその分子機構を探る上で有用なツールになると考えられた。 
 
